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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独
自の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
国民が健康な生活及び長寿を享受することのできる社会、すなわち「健康長寿社会」を形成するため
に人工臓器が成しうる役割は大きいと考えられる。今後の人工臓器・医療機器の開発目標は、これま
での臓器障害に対する対症療法が主であったものから、疾患重症化やフレイルの予防機能を加えるこ
とに重点を移していくことになると考えている。そのような未来の人工臓器のイメージとしては、よ
り軽症状態で装着し機能代替を行うと共に、患者バイタルサインや治療データの収集と評価を行い、
予防効果をもたらすもの、すなわち人工臓器 ICT (Information and Communication Technology)化が
重要である。そういった ICT 人工臓器から収集されるビックデータの処理やその利用技術の開発、社
会経済学的な成立条件の検討、個人データの保護、活用などには、レギュラトリサイエンスや法学、
経営学、社会学、倫理学等の幅広い文系分野との協同（文理融合）を行うことも重要となると考えて
いる。新しい医療機器の研究開発は、基礎、応用研究、臨床応用まで、長期間を要するため、この間
の研究開発をサポートする研究プラットフォーム(PF)を形成し、若手研究者がイノベーションを起こ
せる研究環境を創造する必要がある。今までの人工臓器研究で培った医学・工学の学際的国内ネット
ワークに文系研究拠点を加え、人工臓器知の集約と人材育成を行えるよう活動していきたい。 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
人工臓器分野は米国（ASAIO: the American Society for Artificial Internal Organs）、欧州(ESAO: the 
European Society for Artificial Organs)、日本(JSAO: the Japanese Society for Artificial Organs)の３箇
所に学術会議が存在し、お互いに連携を取りながら合同シンポジウム等を企画し、活発に交流してい
る。加えて国際的には上記３学会が国際連合 （IFAO: the International Federation for Artificial 
Organs）を形成し、世界の人工臓器分野の学術活動を支えている。日本人工臓器学会はアジア・太平
洋地域の人工臓器学術研究の振興をリードする役割を担っており、当学会が中心となり (APSAO: the 
Asia-Pacific Society for Artificial Organs) を設立し、運営を行っている。本年、久しぶりに年次学会
の現地開催が可能となり、マレーシアのクアラルンプールで大会が開催された。アジア各国の経済発
展はめざましいものがあり、さらに先進国に遅れてではあるが、今後高齢化社会が進んでいくと考え
られる。わが国の人工臓器研究開発、その臨床応用、特に人工臓器治療チームの形成に不可欠な教育
といった点でニーズは高まりつつあり、日本への高い期待がよせられた。今後さらに教育・研究にお
ける人材交流を図り、また我が国の国際的学術プレゼンスの向上を図ることが重要と考えている。 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

医療における人工臓器の役割がますます重要となり、その研究開発および臨床応用に関心が高まって
いる。研究開発の推進、および教育プログラムの充実により新しいデバイスの情報をいち早く届け、
人工臓器を安全に全国で使っていただけることに貢献したい。新しい人工臓器の研究開発、その臨床
応用のための事業化支援、より幅広い適応に関する議論などにおいてリーダーシップをとり、困って



いる患者さんにいち早く新しい人工臓器を届けることが最も重要な社会貢献である。人工臓器の進歩
とともに、以前は助けることのできなかった患者さんを救命できるようになったが、そういった患者
さんが家庭に戻り、さらにどんどん社会に出て様々な面で貢献していくことができるような社会基盤
を整えることを学会として支援していく。医療、支援体制は適切か、就労や社会活動を阻む要素は何
か、といった問題点を抽出し、環境整備を可能にするために、行政をはじめとする諸方面への働きか
けを強めていきたい。 
ｄ.学会運営上留意している点 

当学会の会員数の推移をみると過去 10 年右肩上がりに増加してきている。本学会の大きな特徴は会
員の構成が多職種（医師・工学士・臨床工学技士・看護師・企業人・その他）である点であり、その
活動支援、スキルアップ、教育には特に力をいれ、その充実を図っている。また。この特徴を生かし
た多職種連携のチーム医療や研究基盤の構築に努め、社会に貢献していきたい。加えて他学会に先駆
け、女性会員の学会の要職（評議員など）への登用も含めて、多職種ならではの男女共同参画推進活
動も推進中である。さらに昨年から準会員制度を設け、医師以外の職種の学会参画をより一層推進し
ていく方針である。本会では学会会員のみならず、常に一般の方と「人工臓器」との懸け橋となるべ
く、わかりやすい情報を提供するホームページでの企画を掲載している。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して
下さい． 

日本医学会分科会である日本生体医工学会との在宅人工臓器治療推進 WG 企画等のジョイントセッ
ションや連携を通じ、在宅医療に関して、教育、研究の振興、更には臨床医療の発展に貢献している。
日本胸部外科学会、日本循環器学会、日本心臓血管外科学会などと共に補助人工心臓関連学会協議会
を構成し、発展のめざましい植込型補助人工心臓の適正な使用のための基準作成や運用に参加してい
る。日本循環器学会等とともに心臓移植・心肺同時移植関連学会協議会を構成し、臓器移植の推進、
適正運用に貢献している。日本透析学会、日本アフェレーシス学会等とも連携し、代謝系人工臓器の
開発、臨床応用に取り組んでいる。 

 


